
18

は
じ
め
に

　

公
益
財
団
法
人
静
嘉
堂
（
以
下
、「
静
嘉
堂
」
）
に
は
書
庫
と
美
術
庫
の
二
つ
の
収
蔵
庫

が
あ
り
、
そ
の
経
緯
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
古
写
経
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
古
写
経
群
に
は
奈
良
時
代
に
遡
る
経
典
も
含
ま
れ
、
折
に
触
れ
て
調
査
研
究
・
展
示

公
開
を
さ
れ
て
き
た（
註
１
）。

　

静
嘉
堂
の
約
二
十
万
冊
の
古
典
籍
と
約
六
五
〇
〇
件
の
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、

三
菱
第
二
代
社
長･

岩
﨑
彌
之
助
（
一
八
五
一
〜
一
九
〇
八
）、
そ
の
嗣
子
で
三
菱
第
四
代

社
長･

岩
﨑
小
彌
太
（
一
八
七
九
〜
一
九
四
五
）
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
。
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
で
古
写
経
が
占
め
る
割
合
は
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
い
く
つ
か
貴
重

な
経
典
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
写
経
は
明
治
時
代
以
前
に
す
で
に
流
通
し
て
い

た
か
、
明
治
期
の
廃
仏
毀
釈
に
よ
り
寺
院
等
か
ら
流
出
し
た
も
の
が
市
場
に
流
れ
た
か
、

巡
り
巡
っ
て
岩
﨑
家
が
収
蔵
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
錦
絵
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
た
石

井
研
堂（
一
八
六
五
〜
一
九
四
三
）は
、
明
治
三
十
一
年（
一
八
九
八
）の
読
売
新
聞
紙
上
で

「
明
治
維
新
後
、
諸
寺
院
の
荒
廃
の
極
に
達
し
け
る
時
、
天
平
時
代
の
経
巻
を
荒
縄
に
束

ね
て
紙
屑
屋
に
売
り
渡
し
、
紙
屑
屋
も
其
用
途
な
く
、
之
を
寸
裂
し
て
廃
紙
と
な
し
け
る

程
」（
註
２
）と
回
想
し
て
い
る
。
た
だ
後
述
す
る
よ
う
に
明
治
十
年
代
に
は
伝
統
文
化
を

再
評
価
す
る
機
運
が
見
受
け
ら
れ
、
市
井
で
古
写
経
を
展
示
す
る
機
会
も
あ
っ
た
。
石
井

が
記
述
し
た
よ
う
な
社
会
情
勢
は
西
洋
文
化
偏
重
の
時
期
で
あ
っ
た
明
治
初
期
と
思
わ
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
古
写
経
は
紙
屑
以
下
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

　

静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
古
写
経
群
の
概
要
は
、
増
田
晴
美
編
著
『
百
万
塔
陀
羅
尼
の
研

究 : 

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）、『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
三
─

三
、（
公
財
）
静
嘉
堂
調
査
報
告
書　

静
嘉
堂
所
蔵
古

写
経
群
の
調
査
と
研
究
』（
二
〇
二
四
年
）（
註
３
）で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
書
と

も
に
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
古
写
経
類
を
調
査
、
検
討
・
評
価
を
加
え
て
お
り
、
両
書
に

よ
っ
て
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
（
以
下
、「
静
嘉
堂
古
写
経
群
」
）
の
基
本
情
報
は
網
羅
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
紙
数
の
限
り
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
籍
で
も
静
嘉
堂

の
古
写
経
群
の
伝
来
等
に
つ
い
て
十
分
な
解
説
を
付
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
そ
の
点
を
補
う
こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
確
認
で
き
た
伝
来
に
関
す
る
知
見
を

記
し
て
お
き
た
い
。
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
古
写
経
は
一
見
す
る
と
統
一
感
の
な
い
古
写
経

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
旧
蔵
者
・
伝
来
と
い
う
点
で
概
観
す
る
と
あ
る
一

群
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
視
点
は
、
静
嘉
堂
古
写
経
群
に
新
た
に
付
加
で

き
る
歴
史
的
価
値
で
あ
り
、
静
嘉
堂
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
新
た
な
側
面
を
照
ら
す
も
の
と

考
え
る
。

一
、
岩
﨑
家
蒐
集
前
─
そ
の
一
、
永
恩
具
経

　

ま
ず
「
永
恩
具
経
」
と
呼
ば
れ
る
古
写
経
群
の
一
部
で
あ
る
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経　

巻
第
五
二
六
」（
以
下
、「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」、
口
絵
４
）を
取
り
上
げ
た
い
。

　

永
恩
具
経
は
、
鎌
倉
時
代
、
貞
永
天
福
年
間
（
一
二
三
二
〜
三
四
）
頃
、
興
福
寺
の
蔵

司
・
永
恩
が
天
平
写
経
の
大
般
若
経
を
集
め
、
朱
で
句
点
を
加
え
、
巻
末
に
「
句
切
了
永

恩
」
と
朱
書
き
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
通
称
で
呼
ば
れ
る
。

　
「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
は
、
現
状
、
折
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
一
帖
で
、
巻
末
識
語
「
天

平
二
年
歳
次
庚
午
三
月
上
旬
始
寫
大
般
若
経
／
一
部
六
百
巻　

右
京
七
條
二
坊
黄
君
満
侶

寫
奉
」
に
よ
り
、
天
平
二
年
三
月
に
黄
君
満
侶
に
よ
っ
て
書
写
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か

静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
伝
来
─
明
治
時
代
の
松
浦
武
四
郎
ほ
か

浦
木　
賢
治
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多
く
所
蔵
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

　

幕
末
、
養
鸕
が
確
認
し
た
時
に
は
、「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
は
薗
光
寺
に
所
在
し
た

わ
け
だ
が
、
そ
の
後
の
流
転
も
確
認
で
き
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
北
海
道
」
の
命

名
者
で
冒
険
家･

好
古
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
松
浦
武
四
郎
（
一
八
一
八
〜
八
八
）
が
当
経

を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
を
彼
の
著
作
か
ら
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
彼
と
交
友
の
あ
っ
た
人
物
た
ち
の
日
記
を
紐
解
く
と
、
当
時
、
ど
の
よ
う
に
古

写
経
が
受
容
さ
れ
た
か
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
武
四
郎
と
交
友
の
あ
っ
た
松

田
雪
柯（
一
八
二
三
〜
八
一
）の
日
記
に
残
さ
れ
た
古
写
経
の
鑑
賞
記
録
な
ど
を
確
認
し
て

み
た
い
。

　

武
四
郎
と
同
郷
の
書
家
・
松
田
雪
柯
の
日
記
『
松
田
雪
柯
東
都
日
記
』
を
紐
解
く
と
、

交
友
の
あ
っ
た
書
家
で
官
僚
で
も
あ
っ
た
巖
谷
一
六（
一
八
三
四
〜
一
九
〇
五
）、
明
治
〜

大
正
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
・
日
下
部
鳴
鶴（
一
八
三
八
〜
一
九
二
二
）ら
と
と
も
に
武
四

郎
の
名
前
が
散
見
さ
れ
る（
註
５
）。
松
田
雪
柯
の
名
は
元
修
、
字
は
公
静
、
雪
柯
は
号
で

あ
る
。
伊
勢
国
一
志
久
保
町（
現
在
の
三
重
県
伊
勢
市
）の
師
職
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
頃

よ
り
父
か
ら
書
法
、
漢
学
な
ど
を
学
ん
だ
と
い
う
。
三
十
一
歳
の
頃
、
京
都
に
上
り
貫
名

菘
翁
（
一
七
七
八
〜
一
八
六
三
）
に
学
び
、
書
法
・
書
画
の
鑑
識
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

た
。
そ
の
後
、
帰
郷
し
、
家
塾
で
漢
学
と
書
法
を
指
導
。
明
治
十
一
年（
一
八
七
八
）、
巖

谷
、
日
下
部
の
招
き
に
応
じ
て
東
京
へ
移
住
し
、
明
治
十
二
年
の
正
月
頃
か
ら
平
河
町
の

巖
谷
邸
内
に
居
住
し
た
。
隣
に
は
日
下
部
が
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

雪
柯
の
東
京
滞
在
中
の
日
記
『
松
田
雪
柯
東
都
日
記
』
に
は
、
武
四
郎
や
巖
谷
、
日
下

部
ら
は
し
ば
し
ば
古
写
経
を
鑑
賞
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
明
治
十
二
年
の
記
述
を
見
る
と

（
明
治
十
二
年
九
月
十
四
日
条
）

　

訪
北
海
老
人（
武
四
郎
の
こ
と
。
引
用
者
補
足
）、
達
中
西
弘
縄
所
贈
干
瓢
、
借
其

所
蔵
春
初
筆
記
・
林
氏
雑
纂
・
鍼
盲
録
・
遊
毛
摘
勝
・
貞
山
利
公
年
譜
・
尽
忠
録
。

老
人
又
示
近
所
獲
光
明
皇
后
天
平
十
二
年
所
写
経
巻
及
木
村
二
梅
蔵
天
平
十
五
年
所

写
経
巻
、
真
神
品
上
々
者
、
不
勝
欣
賞
。

る
。
永
恩
具
経
は
各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
国
立
博
物
館
は
折
本
の
巻
第
二
〇
五

（
識
語
は
確
認
で
き
ず
）を
収
蔵
し
、
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
巻
第
五
二
二
は
巻
子

装
、
静
嘉
堂
本
と
同
一
筆
者
が
同
じ
時
期
に
書
写
し
た
こ
と
が
識
語
か
ら
わ
か
り
、
同
じ

く
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
巻
第
五
一
四
も
巻
子
装
、
天
平
二
年
に
「
右
平
群
郷
都

菩
臣
足
嶋
」
が
書
写
し
て
い
る
。
京
博
本
は
い
ず
れ
も
重
要
文
化
財
で
あ
る
。

　
「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
に
伴
う
箱
蓋
表
に
は
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
五
百
二
十
六　

天
平
二
年
写
本
／
黄
君
満
侶
筆
」、
蓋
裏
に
は
「
此
巻
與
和
銅
写
経
書
体
相
似
筆
法
遒
勁

／
有
唐
人
風
致
焉
／
甲
申
七
月
大
教
正
松
翁
儀
」
と
墨
書
が
あ
り
、
明
治
十
七
年
（
一
八

八
四
）、「
松
翁
」
こ
と
養
鸕
徹
定（
一
八
一
四
〜
九
一
）が
書
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

養
鸕
徹
定
は
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
活
躍
し
た
浄
土
宗
僧
侶
で
あ
る
。
久
留
米
藩
士
の

第
二
子
で
、
六
歳
の
時
、
地
元
の
西
岸
寺
で
剃
髪
す
る
と
、
十
代
で
京
都
や
江
戸
を
遊
学

し
た
。
天
保
五
年（
一
八
三
四
）、
増
上
寺
に
入
り
、
文
久
元
年（
一
八
六
一
）、
武
蔵
国
岩

槻
（
現
さ
い
た
ま
市
）
の
浄
国
寺
（
関
東
十
八
檀
林
の
一
つ
）
の
住
持
と
な
る
。
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）に
は
教
部
省
に
出
仕
し
、
同
八
年
三
月
に
大
教
正
と
な
り
、
浄
土
法
規
を
改

め
た
と
い
う
。
明
治
七
年
、
知
恩
院
第
七
十
五
世
住
持
と
な
り
、
同
十
六
年（
一
八
八
三
）

に
浅
草
幡
随
院
も
務
め
、
同
十
八
年
に
浄
土
宗
管
長
と
な
っ
た
。

　

養
鸕
は
古
写
経
を
蒐
集
す
る
一
方
、
各
地
の
貴
重
な
古
写
経
の
題
跋
も
記
録
収
集
し
て

い
た
。
後
に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
『
古
経
題
跋
』（
文
久
三
年
序
、
明
治
二
年
刊
）
を
発
刊

し
、
現
在
、
そ
の
書
籍
に
よ
り
江
戸
末
期
当
時
の
古
写
経
の
伝
存
状
況
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
る（
註
４
）。

　

そ
の
『
古
経
題
跋
』
に
「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
に
関
す
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。
養

鸕
は
「
河
州
高
安
薗
光
寺
」
に
所
蔵
さ
れ
た
「
大
般
若
経
巻
第
五
百
二
十
六
」
を
採
録
し
、

そ
の
題
跋
と
し
て
「
天
平
二
年
歳
次
庚
午
三
月
上
旬
始
寫
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
右
京
七

條
二
坊
黄
君
満
侶
寫
奉
」
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
大
般
若
経
こ
そ
、
巻
数
、
巻
末
識
語

が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
「
河
州
高
安
薗
光
寺
」
は
河
内
国
高
安
郡
（
現
、
大
阪
府
八
尾
市
）
に
所
在
す
る
薗お
ん

光こ
う

寺じ

の
こ
と
で
、
和
銅
三
年（
七
一
〇
）周
防
国
の
玉た

ま
の
お
や祖
神
社
を
勧
請
し
て
創
祀
さ
れ
た
と
さ
れ

る
玉
祖
神
社（
大
阪
府
八
尾
市
）の
神
宮
寺
で
、
承
和
三
年（
八
三
六
）、
僧
・
壱
演
慈
済
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
鎌
倉
時
代
に
は
将
軍
家
の
祈
祷
所
と
な
り
、
天
平
写
経
を
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二
、
岩
﨑
家
蒐
集
前
─
そ
の
二
、
松
浦
武
四
郎
旧
蔵
古
写
経
群

　

松
浦
武
四
郎
は
幕
末
明
治
を
生
き
、
明
治
時
代
に
入
る
と
好
古
家
と
し
て
古
器
物
等
を

収
集
し
、
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。
考
古
遺
物
、
宗
教
遺
物
、
勾
玉

な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
知
ら
れ
、
静
嘉
堂
に
も
一
〇
四
件
の
武
四
郎
旧
蔵
品
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る（
図
１
）（
註
６
）。

　

こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
武
四
郎
は
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
幾
つ
か
の
経

の
旧
蔵
者
で
あ
る
。
武
四
郎
旧
蔵
の
古
器
物
と
と
も
に
岩
﨑
家
が
引
き
取
っ
た
の
だ
ろ

う
。
武
四
郎
旧
蔵
の
古
写
経
は
、
武
四
郎
自
身
の
著
作
、
例
え
ば
『
撥
雲
余
興
』
二
編（
首

巻
は
明
治
十
年
、
第
二
集
は
同
十
五
年
に
刊
行
）
と
い
っ
た
書
籍
と
松
浦
武
四
郎
記
念
館

が
所
蔵
す
る
「
蔵
品
目
録
」
か
ら
、
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（「
蔵
品
目
録
」
は
武
四

郎
の
生
家
に
伝
来
し
た
資
料
だ
が
、
成
立
年
代
は
不
詳
）。
ま
た
武
四
郎
が
旧
蔵
し
た
古

器
物
の
箱
書
の
よ
う
に
、
古
写
経
が
納
め
ら
れ
た
箱
の
墨
書
が
武
四
郎
の
知
人
・
友
人
に

よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
武
四
郎
旧
蔵
品
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。
武
四
郎
は
所
有

し
た
古
器
物
の
箱
書
を
好
古
的
趣
味
を
持
っ
て
い
た
知
人
・
友
人
に
依
頼
し
て
お
り
、
古

写
経
の
箱
に
も
同
様
の
人
物
の
箱
書
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
静
嘉
堂
古
写
経
群
か
ら
武
四
郎
旧
蔵
品
と
思
わ
れ
る
も
の
を
リ
ス
ト
に
ま
と
め

た
の
が
表
１
で
あ
る
。

　

次
に
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
た
古
写
経
を
掲
載
し
た
武
四
郎
著
作
を
参
照
し
、
適
宜

「
蔵
品
目
録
」
や
箱
書
の
情
報
も
補
足
し
つ
つ
、
武
四
郎
旧
蔵
古
写
経
を
紹
介
し
た
い
。

武
四
郎
が
刊
行
し
た
著
作
は
発
行
年
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
該
古
写
経
の
所
有
時

期
等
を
示
し
て
い
る
点
も
考
慮
し
て
お
き
た
い
。

　

─
隅
寺
心
経
─

　

明
治
九
年（
一
八
七
六
）、
武
四
郎
は
神
田
五
軒
町
に
自
宅
を
新
築
す
る
と
、
そ
の
記
念

に
蒐
集
古
物
の
展
覧
会
を
開
き
、
そ
の
記
録
と
し
て
『
馬
角
斎
茶
余
』（
明
治
九
年
刊
）
を

出
版
し
た
。
そ
こ
に
は
書
家
・
市
川
万
庵
（
一
八
三
八
〜
一
九
〇
七
）
が
題
字
を
、
儒
学

者
・
大
槻
磐
渓（
一
八
〇
一
〜
七
八
）、
鷲
津
毅
堂（
一
八
二
五
〜
八
二
）が
序
を
寄
せ
、
渡

辺
小
華
（
一
八
三
五
〜
八
七
）
が
挿
図
を
描
い
た
。
そ
の
「
第
二
席
」
に
は
、「
応
仁
二
年

（
同
年
十
月
十
七
日
条
）

　

十
七
日　

晴
。（
中
略
）帰
路
、
訪
北
海
老
人
、
示
新
獲
神
護
景
雲
古
経
、
光
明
后

経
巻
、
聖
教
序
及
弘
安
辛
櫃
等
。
神
護
景
雲
経
巻
大
字
、
足
知
運
筆
用
墨
之
法
矣
。

（
傍
線
引
用
者
。
以
下
同
じ
）

　
と
い
う
具
合
に
「
光
明
皇
后
天
平
十
二
年
所
写
経
巻
」「
天
平
十
五
年
所
写
経
巻
」「
神
護
景

雲
古
経
」
な
ど
の
古
写
経
の
名
称
を
日
記
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
永
恩
具
経
に
つ

い
て
は
、
明
治
十
三
年
九
月
十
二
日
条
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

（
明
治
十
三
年
九
月
十
二
日
条
）

十
二
日　

晴
。
午
前
、
松
浦
老
人
来
訪
。
示
天
平
二
年
黄
君
満
呂
所
写
経
巻
、
旧
掖

斎
先
生
蔵
。

こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
雪
柯
の
居
宅
に
武
四
郎
が
訪
問
し
、
武
四
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
、

「
天
平
二
年
」
に
「
黄
君
満
」
が
書
い
た
写
経
を
見
せ
た
と
い
う
。「
旧
掖
斎
先
生
蔵
」
と

い
う
雪
柯
の
記
述
か
ら
江
戸
時
代
後
期
の
国
学･

漢
学
者
、
考
証
学
者
で
あ
っ
た
狩
谷
掖

斎
（
一
七
七
五
〜
一
八
三
五
）
が
所
蔵
し
た
も
の
と
い
う
。
経
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、

「
天
平
二
年
」「
黄
君
満
」
と
い
う
記
録
か
ら
、
こ
の
時
、
武
四
郎
が
持
参
し
た
の
は
永
恩

具
経
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
天
平
二
年
」
に
「
黄
君
満
」
が
書
写
し
た
経
と
い
う
点
で
は
、「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」

と
一
致
す
る
が
、
先
の
養
鸕
が
記
録
し
た
静
嘉
堂
本
の
伝
来
情
報
、
掖
斎
旧
蔵
と
い
う
雪

柯
の
記
述
、「
京
博
本
永
恩
具
経　

巻
第
五
二
二
」
も
「
天
平
二
年
」
に
「
黄
君
満
」
が

書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
時
、
武
四
郎
が
持
参
し
た
永
恩
具
経

が
静
嘉
堂
本
と
即
断
す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ

で
は
、
明
治
十
年
代
に
は
雪
柯
や
武
四
郎
周
辺
で
古
写
経
を
見
せ
合
い
、
鑑
賞
す
る
文
化

が
醸
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。



岐
切
」は
巻
首「
序
品
第
一
」か
ら
始
ま
り
、
途
中
お
よ
そ
二
十
紙
分
の
欠
落
が
あ
り
、「
大

吉
祥
天
女
品
第
十
六
」
か
ら
「
附
属
品
第
三
十
一
」
を
書
し
た
一
巻
で
あ
る
。
軸
附
紙
に

は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、「
北
野
寺
務
二
品
親
王
」
こ
と
後
水
尾
上
皇
猶
子
・
良
尚
入

道
親
王（
一
六
二
二
〜
九
三
）の
書
付
が
残
る（
註
８
）。
そ
の
箱
書
に
は
永
井
盤
谷（
一
八
二

〇
〜
八
四
）
に
よ
る
墨
書
「
明
治
六
年
九
月
中
浣　

大
江
喜
暉
薫
手
拝
観
并
題
籤
」
が
確

認
で
き
る
。
ま
た
、
武
四
郎
の
「
蔵
品
目
録
」
に
は
「
一　

讃
岐
切
経
巻
／
菅
公
之
真
筆　

一
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
讃
岐
切
」
を
掲
載
し
て
い
る
の
が
、
武
四
郎
の
著
作

で
あ
る
『
撥
雲
余
興
』
首
巻（
明
治
十
年
刊
行
）で
あ
る（
図
４
）。

　
『
撥
雲
余
興
』
首
巻
は
武
四
郎
が
所
蔵
し
た
古
器
物
を
多
数
収
録
し
た
著
作
で
、
掲
載

さ
れ
た
古
器
物
の
内
、
三
十
件
以
上
が
静
嘉
堂
に
伝
存
し
て
い
る
。
武
四
郎
の
古
物
蒐
集

を
示
す
好
資
料
と
い
え
る
図
録
で
あ
る
。
そ
の
挿
図
は
画
家
で
は
河
鍋
暁
斎
（
一
八
三
一

〜
八
九
）、
渡
辺
小
華
、
田
崎
草
雲
（
一
八
一
五
〜
九
八
）、
そ
の
他
に
幕
府
の
大
工
棟
梁

を
務
め
た
経
験
を
持
つ
好
古
家
・
柏
木
貨
一
郎（
一
八
四
一
〜
九
八
）、
鋳
金
家
・
秦
蔵
六

（
一
八
二
三
〜
九
〇
）ら
が
描
い
て
い
る
。
挿
図
を
描
い
た
人
物
か
ら
明
治
期
の
武
四
郎
の

交
友
関
係
を
う
か
が
え
る
。
そ
の
挿
図
の
傍
ら
に
は
収
集
談
や
考
証
を
記
載
し
て
い
る
。

　
『
撥
雲
余
興
』
首
巻
に
は
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
の
「
序
品
第
一
」
の
冒
頭
四
行
と
軸

附
紙
に
記
さ
れ
た
良
尚
入
道
親
王
の
書
付
を
挿
図
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
挿

図
か
ら
「
静
嘉
堂
本
讃
岐
切
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

明
治
十
二
年
に
刊
行
さ
れ
た『
尚
古
杜
多
』に
も
武
四
郎
が
描
い
た「
讃
岐
切
」挿
図
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
讃
岐
経
一
巻
七
百
／
五
十
二
行
／
琅
玕
勾
玉
七
顆
／
松
浦
武

四
郎
図
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
柱
に
掛
か
っ
た
勾
玉
を
連
ね
た
首
飾
り
、

机
上
に
開
か
れ
た
巻
子
が
描
か
れ
て
い
る（
図
５
）。
巻
子
は
巻
緒
を
解
か
れ
、
見
返
し
が

開
き
、
本
紙
に
は
点
々
が
打
た
れ
る
。
こ
の
点
は
経
文
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
描

か
れ
た
巻
子
は『
撥
雲
余
興
』首
巻
に
も
掲
載
さ
れ
た「
静
嘉
堂
本
讃
岐
切
」な
の
だ
ろ
う
。

武
四
郎
が
描
い
た
こ
の
挿
図
は
、
明
治
時
代
に
古
写
経
が
ど
の
よ
う
に
鑑
賞
さ
れ
て
い
た

か
を
示
し
て
お
り
、
貴
重
な
記
録
と
い
え
る
。
な
お
『
尚
古
杜
多
』
に
記
さ
れ
た
讃
岐
切

の
行
数
「
七
百
五
十
二
行
」
は
現
状
の
「
静
嘉
堂
本
讃
岐
切
」（
七
三
八
行
）よ
り
多
く
、
静

嘉
堂
本
が
切
断
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、
武
四
郎
の
旧
蔵
品
に
は「
讃
岐
切
」

の
断
簡（
松
浦
武
四
郎
記
念
館
蔵
）が
含
ま
れ
て
お
り
、
武
四
郎
周
辺
で
当
経
が
切
断
さ
れ

三
月
」
の
「
大
伝
法
院
」（
根
来
寺
の
こ
と
）の
銘
を
持
つ
経
机
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
硯
・

墨
・
墨
床
・
筆
・
刀
子
・
筆
架
・
水
滴
・
巻
子
が
置
か
れ
た
よ
う
だ
。
筆
と
刀
子
は
正
倉

院
御
物
を
模
し
た
も
の
で
、
一
緒
に
並
べ
ら
れ
た
巻
子
が
「
巻　

隅
寺
心
経
」（『
馬
角
斎

茶
余
』
よ
り
引
用
）で
あ
っ
た
。

　
「
隅
寺
心
経
」
と
は
隅
寺
（
海
龍
王
寺
）
に
伝
わ
っ
た
般
若
心
経
を
指
し
、
現
在
で
も
そ

の
通
称
で
呼
ば
れ
る
。
海
龍
王
寺
は
藤
原
不
比
等
邸（
後
の
法
華
寺
）の
東
北
隅
に
位
置
し

た
こ
と
か
ら
、「
隅
寺
（
角
寺
）」、「
隅
院
（
角
院
）」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も
奈
良
市
法
華

寺
町
に
所
在
し
て
い
る
。
天
平
七
年（
七
三
五
）、
帰
国
し
た
僧
玄
昉
が
住
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
寺
院
で
あ
る
。

　

武
四
郎
の
「
蔵
品
目
録
」
に
は
「
一　

隅
寺
心
経　

〃
（
一
巻
の
意
。
以
下
同
）
／
一　

仝　

奥
書
付　
　

〃　

」
と
列
記
さ
れ
、
武
四
郎
が
「
隅
寺
心
経
」
を
二
巻
所
蔵
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
静
嘉
堂
古
写
経
群
に
も
「
隅
寺
心
経
」
二
巻
を
確
認
で
き（
図

２
、
表
１
─

３
、
４
）、
そ
れ
ぞ
れ
武
四
郎
と
交
友
の
あ
っ
た
人
物
の
箱
書
を
伴
っ
て
お

り
、
こ
の
二
巻
の
「
隅
寺
心
経
」
は
武
四
郎
旧
蔵
と
考
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　

武
四
郎
が
「
蔵
品
目
録
」
で
「
奥
書
」
と
書
い
た
の
は
功
徳
文
の
こ
と
と
思
わ
れ
、
片

方
の
「
隅
寺
心
経
」（
図
２
─

２
）に
の
み
三
行
の
功
徳
文
が
伴
っ
て
お
り
、
そ
の
箱
の
蓋

裏
に
は
巖
谷
一
六
に
よ
る
箱
書
「
明
治
十
三
年
庚
辰
涅
槃
日
／
松
浦
北
海
翁
属
題　

一
六

居
士
修
薫
了
」を
確
認
で
き
る
。
も
う
一
方
の「
隅
寺
心
経
」の
蓋
裏
に
は
市
川
万
庵
が「
癸

酉
秋
九
月
万
菴
無
観
并
題
籤
」
と
墨
書
し
て
お
り
、
明
治
六
年（
一
八
七
三
）に
書
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
市
川
万
庵
は
武
四
郎
が
し
ば
し
ば
箱
書
を
依
頼
し
た
人
物
（
武
四
郎
旧
蔵

古
器
物
を
納
め
た
箱
に
も
彼
の
箱
書
が
確
認
で
き
る
）
で
あ
り
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
の

明
治
六
年
の
箱
書
を
有
す
る
「
隅
寺
心
経
」
を
武
四
郎
は
早
く
に
所
有
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
が
『
馬
角
斎
茶
余
』
の
折
に
展
示
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

─
讃
岐
切
─

　

次
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
「
讃
岐
切
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
金
光
明
最
勝
王
経
」（
図
３
、

以
下
、「
静
嘉
堂
本
讃
岐
切
」
）
で
あ
る
。
本
経
は
一
行
三
十
四
字
の
細
字
で
書
写
し
て
い

る
点
に
特
徴
が
あ
る
平
安
古
経
で
、
菅
原
道
真
が
讃
岐
に
赴
任
し
て
い
る
折
に
書
写
し
た

と
い
う
伝
承
が
明
治
時
代
に
も
知
ら
れ（
註
７
）、
そ
の
通
称
で
呼
ば
れ
る
。「
静
嘉
堂
本
讃
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た
こ
と
を
、
明
治
前
期
の
古
写
経
受
容
の
例
と
し
て
想
定
し
て
お
き
た
い
。

　

─『
撥
雲
余
興
』
二
集
と
永
恩
具
経
、
増
壱
阿
鋡
経
、
鞞
婆
沙
─

　

続
け
て
『
撥
雲
余
興
』
二
集
を
確
認
し
た
い
。
本
書
は
明
治
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
図

録
で
、『
撥
雲
余
興
』
首
巻
と
編
集
方
針
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
先
述
の
「
静
嘉

堂
本
永
恩
具
経
」（
口
絵
４
）の
ほ
か
、「
増
壱
阿
鋡
経　

巻
第
二
十
二
」（
図
６
）、「
鞞
婆
沙　

巻
第
六
」（
図
７
）の
三
種
の
古
写
経
が
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、
現
在
、
静
嘉
堂
が
所
蔵

し
て
い
る
。

　
「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
は
幕
末
、
河
内
国
の
薗
光
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
先

に
述
べ
た
。
そ
れ
が
後
に
松
浦
武
四
郎
の
元
に
渡
り
、
明
治
十
五
年
刊
行
の『
撥
雲
余
興
』

二
集
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
大
般
若
経
天
平
二
年
写
経
」
と
書
か
れ
、
巻
首
お
よ

び
巻
尾
五
行
を
挿
図
と
し
て
載
せ
て
い
る（
図
８
）。
そ
の
挿
図
と
原
品（
口
絵
４
）を
比
較

す
る
と
、
経
文
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
虫
損
の
形
、
位
置
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
武
四

郎
が
「
静
嘉
堂
本
永
恩
具
経
」
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
む
し
ろ
挿
図
に

描
か
れ
て
い
な
い
虫
損
を
原
品
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
巻
首
初
行
「
三
蔵
法
師
」
の

箇
所
な
ど
）
た
め
、
こ
の
よ
う
な
虫
損
は
『
撥
雲
余
興
』
が
刊
行
さ
れ
た
後
の
食
害
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
武
四
郎
の
「
蔵
品
目
録
」
に
は
「
一　

大
般
若
経
巻　

天
平
二

年　
　

〃
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
記
述
が
当
経
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
撥
雲
余
興
』二
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る「
増
壱
阿
鋡
経
」は
、
尾
題
下
に
朱
印「
善
光
」が

捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
善
光
朱
印
経
」
と
も
呼
ば
れ
る
奈
良
時
代
後
期
を
代
表
す
る

一
切
経
で
あ
る
。「
善
光
」
は
法
華
寺
寺
主
の
善
光
尼
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
巻
尾
に
は

校
経
列
位
が
記
さ
れ
、
天
平
宝
字
二
年
三
月
二
十
七
日
に
校
訂
作
業
で
あ
る
勘
経
・
対
読

を
薬
師
寺
僧
・
善
牢
ら
が
担
い
、
翌
三
年
十
一
月
四
日
に
本
経
を
三
嶋
県
主
岡
麻
呂
が
書

写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、
三
名
の
校
生
、
装
潢
師
の
名
も
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　
『
撥
雲
余
興
』
二
集
挿
図
に
は
「
増
壱
阿
鋡
経　

巻
第
二
十
二
」
巻
首
の
三
行
と
巻
尾

の
朱
印
「
善
光
」、
校
経
列
位
、
朱
印
「
西
大
寺
大
慈
院
」
が
描
か
れ
て
い
る（
図
９
）。

こ
れ
ら
の
挿
図
は
静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
「
増
壱
阿
鋡
経
」
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
相
違
な

く
、
虫
損
も
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
巻
尾
の
挿
図
は
校
経
列
位
、
朱
印

「
西
大
寺
大
慈
院
」
を
近
接
さ
せ
て
描
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
約
七
行
分
の
隔
た
り
が

あ
り
、
原
品
の
朱
印
「
西
大
寺
大
慈
院
」
の
上
下
は
軸
附
紙
と
し
て
斜
め
に
切
断
さ
れ
て

い
る
。
挿
図
を
描
く
際
、
こ
れ
ら
の
点
を
改
変
し
て
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
武
四
郎
の
「
蔵
品
目
録
」
に
は
「
一　

増
壹
阿
含
経
／
西
大
寺
印
ア
リ　

〃
」

と
記
載
が
あ
る
が
、「
増
壱
阿
鋡
経
」
に
箱
書
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
『
撥
雲
余
興
』
二
集
に
は
「
鞞
婆
沙　

巻
第
六
」
も
載
っ
て
い
る
。「
鞞
婆
沙　

巻
第
六
」

の
挿
図
は
巻
尾
の
み
を
二
図
に
わ
け
、
本
文
最
終
二
行
の
挿
図（
図
９
左
図
）、
尾
題
「
鞞

婆
沙
巻
第
六
」
お
よ
び
識
語
を
描
い
た
挿
図（
図
10
）を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
挿
図
も
、

原
品
と
比
較
す
れ
ば
虫
損
の
位
置
が
一
致
し
て
お
り
、
静
嘉
堂
本
を
描
い
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
鞞
婆
沙
」
は
称
徳
天
皇
発
願
経
の
一
つ
で
、
神
護
景
雲
二
年（
七
六
八
）五
月
十
三
日
付

の
願
文
が
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
神
護
景
雲
経
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
雪
柯

の
日
記
（
明
治
十
二
年
十
月
十
七
日
条
）に
は
「
神
護
景
雲
古
経
」
を
武
四
郎
が
入
手
し
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
、
こ
の
時
期
が
「
鞞
婆
沙　

巻
第
六
」
の
入
手
時
期
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
「
蔵
品
目
録
」
に
は
「
一　

鞞
婆
沙
経　
　

〃
／
神
護
慶
雲
奥
書
付
」
と
あ
り
、
本
経

巻
末
に
書
か
れ
た
識
語
を
特
記
し
て
い
る
。
ま
た
当
経
の
箱
に
は
、
蓋
表
に
明
治
十
四

年
、
巖
谷
一
六
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
墨
書
「
鞞
婆
沙
経　

神
護
景
雲
奥
書
／
明
治
辛
巳
歳

抄
巌
谷
脩
題
」
が
あ
り
、
蓋
裏
に
は
、
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）に
来
日
し
た
清
末
の
学

者
で
書
家
で
あ
っ
た
楊
守
敬（
一
八
三
九
〜
一
九
一
五
）に
よ
る
墨
書
「
余
見
古
写
仏
経
多

矣
無
如　

北
海
翁
所
蔵
此
／
鞞
婆
沙
之
精
者
屡
欲
求
索
而
北
海
不
許
／
記
之
以
見
余
於
此

経
不
能
忘
情
云　

楊
守
敬
」
が
認
め
ら
れ
る
。
楊
守
敬
は
日
下
部
、
巖
谷
、
武
四
郎
ら
と

交
流
を
持
ち
、「
北
海
翁
所
蔵
」
の
当
経
を
見
た
感
動
を
素
直
に
箱
書
に
記
し
て
い
る
。

　

─
紅
紙
阿
弥
陀
経
─

　

表
１
の
通
り
、
他
に
も
武
四
郎
旧
蔵
の
古
写
経
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
を
丁
寧
に

報
告
す
る
こ
と
は
紙
数
に
限
り
も
あ
り
、
割
愛
し
た
い
。
た
だ
最
後
に
、
朝
鮮
半
島
で
製

作
さ
れ
た
高
麗
写
経
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

武
四
郎
の
著
作
に
『
新
獲
小
集
』
と
い
う
展
覧
会
目
録
が
あ
る（
註
９
）。
明
治
十
一
年

十
月
頃
に
開
催
さ
れ
た
古
物
展
の
目
録
で
、
武
四
郎
の
知
人
友
人
等
の
収
集
品
等
を
収
録

し
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
「
鎌
足
公
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経　
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大
養
寺
」
と
い
う
一
文
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
記
述
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
写
経
が
静
嘉
堂
古
写
経
群
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

静
嘉
堂
に
「
紅
紙
阿
弥
陀
経
」（
図
11
）と
い
う
朝
鮮
半
島
で
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

写
経
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
す
い
紅
色
に
染
め
ら
れ
た
本
紙
に
、
金
截
金
で
界
線
を
施

し
、
金
泥
で
阿
弥
陀
経
を
書
写
し
て
い
る
。
本
紙
経
文
の
前
に
は
護
法
神
で
あ
る
韋
駄
天

を
金
泥
で
描
き
、
天
地
欄
に
は
唐
草
文
を
金
泥
で
描
く
。
巻
末
に
は
二
代
目
畠
山
牛
庵

（
一
六
二
五
〜
九
三
）に
よ
る
、
元
禄
四
年（
一
六
九
一
）の
識
語
が
金
泥
の
秋
草
等
で
装
飾

さ
れ
た
料
紙
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
二
代
畠
山
は
古
筆
了
佐
に
古
筆
鑑
定
を
学
ん
だ
人
物

と
さ
れ
、
そ
の
識
語
に
よ
る
と
当
経
は
藤
原
鎌
足
の
真
蹟
で
あ
る
と
い
う
。
箱
に
納
め
ら

れ
た
附
属
品（
紙
札
）に
は
「
千
二
百
八
年
／
阿
弥
陀
経
紅
紙
金
泥　

鎌
足
公
」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
。
当
経
の
よ
う
な
藤
原
鎌
足
を
伝
承
筆
者
と
し
、
天
地
に
金
泥
の
装
飾
を
施
す

金
字
経
は
、
明
治
時
代
か
ら
「
多
武
峰
切
」
と
知
ら
れ
て
い
た（
註
10
）。

　

右
の
よ
う
に
、
武
四
郎
の
『
新
獲
小
集
』
の
記
載
の
「
鎌
足
公
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経
」

と
静
嘉
堂
の
「
紅
紙
阿
弥
陀
経
」
は
共
通
点
が
多
く
、『
新
獲
小
集
』
の
記
述
は
当
経
を

指
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
前
述
の
紙
札
裏
面
に
は
「
明
治
十
一
年
」
を
意
味

す
る
墨
書
も
認
め
ら
れ
、『
新
獲
小
集
』
の
展
覧
会
の
時
期
と
一
致
す
る
。
明
治
時
代
に

当
経
が
鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
「
大
養
寺
」
で
あ
る
が
、
現
在
、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
に
所
在
す

る
浄
土
宗
・
西
谷
山
大
養
寺
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
禿
氏
祐
祥
『
高
麗
時
代
の
写

経
に
就
て
』（
註
11
）の
な
か
で
、
高
麗
写
経
の
一
つ
と
し
て
知
恩
院
所
蔵
「
観
無
量
寿
経
」

を
取
り
上
げ
、
そ
の
経
の
巻
末
に
養
鸕
徹
定
が
記
し
た
跋
語
「
金
字
古
経
有
数
種
、（
中

略
）、
而
書
紅
紙
者
甚
罕
、
東
京
大
養
寺
祐
学
和
尚
、
蔵
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経
一
巻
、
筆

法
字
体
、
千
歳
以
上
物
也
」（
明
治
十
二
年
記
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
養
鸕
は
「
紅
紙
金
字

阿
弥
陀
経
一
巻
」
を
所
蔵
し
て
い
る
大
養
寺
が
東
京
に
所
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て

お
り
、
紅
紙
の
金
字
経
が
稀
で
あ
る
こ
と
、
大
養
寺
の
紅
紙
金
字
経
が
古
い
例
で
あ
る
こ

と
も
記
し
て
い
る
。
養
鸕
が
跋
語
に
記
し
た
「
東
京
大
養
寺
」
の
「
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経

一
巻
」
は
、
武
四
郎
が
『
新
獲
小
集
』
に
記
し
た
「
鎌
足
公
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経　

大
養

寺
」
と
同
じ
も
の
と
み
な
せ
、
こ
の
経
こ
そ
、
現
在
、
静
嘉
堂
で
所
蔵
し
て
い
る
「
紅
紙

阿
弥
陀
経
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　

　

た
だ
、
武
四
郎
の
「
蔵
品
目
録
」
に
「
紅
紙
阿
弥
陀
経
」
に
関
す
る
記
述
は
見
あ
た
ら

ず
、
箱
蓋
表
に
は
「
紅
紙
金
字
阿
弥
陀
経　

多
武
峰
旧
什　

一
巻
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
筆
者
は
わ
か
ら
な
い
。
今
後
も
「
紅
紙
阿
弥
陀
経
」
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、

大
養
寺
と
の
関
係
性
、
伝
来
を
探
っ
て
み
た
い
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
岩
﨑
家
蒐
集
前
の
伝
来
と
し
て
、
養
鸕
徹
定
の
記
録

や
松
浦
武
四
郎
旧
蔵
の
古
写
経
等
に
つ
い
て
述
べ
た
。
表
１
に
示
し
た
通
り
、
静
嘉
堂
古

写
経
群
の
う
ち
14
件
は
武
四
郎
の
旧
蔵
ま
た
は
関
連
が
推
測
さ
れ
る
経
典
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
は
か
ら
ず
も
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
資
料
は
明
治
初
期
か
ら

明
治
十
年
代
ま
で
の
古
写
経
の
評
価
や
受
容
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

武
四
郎
の
よ
う
な
古
器
物
を
蒐
集
し
た
人
物
は
「
好
古
家
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
彼
ら
が

活
躍
し
た
幕
末
か
ら
明
治
時
代
前
期
は
、
古
画
古
器
物
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
で

あ
っ
た（
註
12
）。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
松
平
定
信
に
よ
る
『
集
古
十
種
』
編

纂
、
木
村
蒹
葭
堂
の
よ
う
な
収
集
家
ら
に
よ
る
古
物
図
録
の
発
行
、
復
古
や
ま
と
絵
派
の

興
隆
、
狩
野
派
や
谷
派
に
よ
る
古
画
模
写
、
天
保
四
年（
一
八
三
三
）の
正
倉
院
開
扉（
明
治

五
年
に
も
「
壬
辰
検
査
」
の
一
環
で
開
扉
さ
れ
た
）な
ど
を
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
「
美
術
」
と
い
う
言
葉
が
創
出
さ
れ
、
廃
仏
毀
釈
と
文
化

財
保
護
、
博
覧
会
の
開
催
と
博
物
館
の
設
置
、
輸
出
工
芸
品
の
隆
盛
な
ど
、
現
在
の
博
物

館
・
美
術
館
や
文
化
財
行
政
の
萌
芽
と
い
え
る
事
象
が
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
起
こ
っ
た
。

　

た
だ
、
明
治
初
期
は
西
洋
文
化
偏
重
の
時
期
で
あ
り
、
伝
統
文
化
再
評
価
の
機
運
が
社

会
に
浸
透
し
た
の
は
明
治
十
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
古
写
経
が
紙
屑
同

然
に
扱
わ
れ
た
時
期
も
あ
り
、
一
方
で
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）に
は
太
政
官
か
ら
「
古

器
旧
物
」
保
存
の
布
告
が
あ
り
、
保
存
さ
れ
る
べ
き
「
古
器
旧
物
」
三
十
一
の
分
類
の
な

か
に
は
「
古
書
籍
並
古
経
文
ノ
部
」
も
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

大
局
的
に
み
れ
ば
、「
美
術
」
振
興
や
文
化
財
保
護
の
施
策
は
明
治
政
府
主
導
で
行
わ

れ
、
当
時
の
民
間
で
は
江
戸
時
代
後
期
か
ら
続
く
好
古
趣
味
が
継
続
し
て
い
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
武
四
郎
ら
は
独
自
に
古
写
経
を
蒐
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集
し
、
展
示
鑑
賞
し
、
知
識
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

武
四
郎
自
身
と
仏
教
の
関
係
を
考
え
れ
ば
、
武
四
郎
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
仏
僧
に
憧

れ
、
経
を
諳
ん
じ
、「
お
坊
さ
ん
に
な
り
た
い
」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
と
い

う（
註
13
）。
晩
年
の
古
写
経
へ
の
関
心
や
理
解
も
こ
の
よ
う
な
幼
少
期
の
記
憶
が
背
景
に

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
先
に
も
紹
介
し
た
『
撥
雲
余
興
』
二
集
に
は
、
古
写
経
の
掲
載
意
図
を

其
後
近
来
は
光
明
光
皇
后
、
小
野
道
風
等
言
伝
へ
の
写
経
も
唐
人
の
筆
の
よ
う
に
な

り
、
我
が
皇
国
に
は
能
書
な
き
よ
う
に
成
り
行
は
歎
か
は
し
と
思
ふ
あ
ま
り
、
余
が

蔵
す
る
と
こ
ろ
名
た
し
か
に
知
る
べ
き
物
三
種
を
の
す
る
こ
と
し
か
り
。
馬
角
斎
の

あ
る
じ
し
る
す

と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
頃
に
は
、
和
製
の
古
写
経
も
「
唐
人
」
の
書
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と

を
問
題
視
し
、
武
四
郎
所
蔵
の
「
永
恩
具
経
」「
増
壱
阿
鋡
経
」「
鞞
婆
沙
」
の
三
巻
を
掲
載

し
た
と
い
う
。
武
四
郎
は
書
家
と
も
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
彼
が
書

道
史
研
究
の
視
点
を
持
っ
て
、
本
書
を
編
纂
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

武
四
郎
と
交
友
の
あ
っ
た
人
物
は
、
書
家
や
好
古
家
、
官
僚
（
た
だ
し
文
化
財
保
護
の

担
当
者
で
は
な
い
）
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
で
、
武
四
郎
の
古
器
物
の
箱
書
を
書
し

た
人
物
と
も
重
な
る
。
武
四
郎
の
友
人
・
巖
谷
一
六
の
日
記
、
明
治
十
二
年
十
二
月
七
日

条
に
は
「
午
後
、
同
松
田
、
日
下
部
両
氏
、
赴
松
浦
北
海
翁
、
観
木
邨
二
梅
氏
古
写
経

会
。
帰
途
、
再
過
松
浦
氏
、
有
晩
餐
之
饗
。
於
北
海
翁
観
其
所
蔵
古
物
数
十
種
、
皆
為
妙

品
。
長
宜
子
孫
鑑
、
尤
珍
奇
。」（
傍
線
引
用
者
）と
書
か
れ
、
巖
谷
、
松
田
雪
柯
、
日
下
部

鳴
鶴
、
武
四
郎
ら
が
木
村
二
梅
所
蔵
の
古
写
経
展
を
観
覧
し
、
そ
の
後
、
武
四
郎
が
所
蔵

し
た
古
物
も
鑑
賞
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る（
註
14
）。
こ
こ
に
書
か
れ
た
木
村
二
梅
と

い
う
人
物
は
、
木
村
市
左
衛
門
と
い
う
大
蔵
省
官
僚
で
、
号
を
二
梅
、
詩
や
書
を
能
く
し

た
と
い
う（
註
15
）。
現
在
、
静
嘉
堂
が
所
蔵
し
、
武
四
郎
旧
蔵
の
「
大
宝
積
経　

巻
第
二

十
三
」
の
箱
書
を
記
し
た
人
物
で
も
あ
る（
表
１
─

11
）。

　

武
四
郎
や
そ
の
周
辺
の
人
物
た
ち
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
活
動
と
し
て
、
古
写
経

を
蒐
集
し
、
展
観
し
、
そ
の
情
報
を
共
有
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
彼
ら
が

培
っ
た
知
識
・
情
報
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
活
用
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
が

過
る
。
は
た
し
て
後
の
文
化
財
保
護
行
政
に
引
き
継
が
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
好
古
家
」
の
文
化
と
明
治
政
府
が
推
し
進
め
た
文
化
財
保
護
・

博
物
館
運
営
の
施
策
は
、
一
見
、
二
項
対
立
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
明
治
時
代
に
お
い
て

は
緩
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
つ
な
が
り
は
一
様
で
は
な
く
、
密

接
に
関
連
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
さ
ほ
ど
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
場
合
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
考
え
る
時
、
静
嘉
堂
古
写
経
群
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成

（
モ
ノ
）と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
知
識
・
情
報
共
有（
人
・
情
報
）を
峻
別
し
て
考
え
る
こ

と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
、「
好
古
家
」
の
文
化
か
ら
明
治
政
府
に
よ
る
文
化
財
保

護
行
政
や
「
美
術
」
振
興
へ
、
モ
ノ
の
移
動
と
人
・
情
報
の
伝
達
・
取
捨
選
択
の
実
態
を

精
緻
に
見
つ
め
る
こ
と
で
、
近
世
と
近
代
の
間
に
あ
る
文
化
史
的
な
あ
わ
い
が
具
体
的
な

実
相
と
し
て
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
考
が
、
古
写
経
研
究
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

足
が
か
り
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

学
芸
員
）

（
註
１
）　

こ
れ
ま
で
の
展
示
歴
、
図
録
掲
載
歴
に
静
嘉
堂
文
庫
『
静
嘉
堂　

日
本
の
書
跡
』（
一
九
八
二
年
）、

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
『
仏
教
の
美
術
』（
一
九
九
九
年
）、
静
嘉
堂
文
庫
『
静
嘉
堂
文
庫
の
古
典
籍　

第
三
回　

日
本
の
貴
重
書
』（
二
〇
〇
〇
年
）、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
『
入
門　

墨
の
美
術
─
古
写

経･

古
筆･

水
墨
画
─
』（
二
〇
一
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

（
註
２
）　

石
井
研
堂
「
雅
俗
漫
録
」（
読
売
新
聞
一
八
九
八
年
九
月
十
二
日
別
刷
）
の
「
四　

奈
良
の
古
写
経
」

を
参
照
。

（
註
３
）　

増
田
晴
美
編
著
『
百
万
塔
陀
羅
尼
の
研
究 : 

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
を
中
心
に
』（
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
七
年
）、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
二
〇
二
三
─

三
、（
公
財
）
静
嘉
堂
調
査
報
告

書　

静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
調
査
と
研
究
』（（
公
財
）静
嘉
堂
、
二
〇
二
四
年
）を
参
照
。

（
註
４
）　

養
鸕
徹
定
『
古
経
題
跋
』
上
下（
一
八
六
九
年
）参
照
。

（
註
５
）　

松
田
雪
柯
や
そ
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
杉
村
邦
彦
「
南
浦
贈
言
─
松
田
雪
柯
帰
郷
餞
別
詩
巻
解
題

幷
訳
注
─
」（『
書
論
』
四
十
四
号
、
二
〇
一
八
年
）、
杉
村
邦
彦
ほ
か
「
松
田
雪
柯
東
都
日
記
」（『
書

論
』二
十
九
、
三
十
、
三
十
二
〜
四
十
一
号
、
書
論
研
究
会
、
一
九
九
三
、
一
九
九
八
、
二
〇
〇
一
、
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二
〇
〇
三
、
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
八
、
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
五
年
）な
ど
を
参
照
。

（
註
６
）　

静
嘉
堂
が
所
蔵
す
る
武
四
郎
旧
蔵
古
器
物
に
つ
い
て
は
、
内
川
隆
志
編
『
静
嘉
堂
文
庫
蔵　

松
浦

武
四
郎
蒐
集
古
物
目
録
』（
二
〇
一
三
年
）、
静
嘉
堂
編
『
松
浦
武
四
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
静
嘉
堂
、

二
〇
一
三
年
）を
参
照
。

（
註
７
）　

小
杉
榲
邨「
菅
公
の
菅
公
の
眞
蹟
と
い
ふ
も
の
ゝ
論
」（『
大
八
州
雑
誌
』八
十
二
号
、
一
八
九
三
年
）

（
註
８
）　

静
嘉
堂
所
蔵
の
古
写
経
に
つ
い
て
は
前
掲
註
３
を
参
照
。

（
註
９
）　
『
新
獲
小
集
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
本
命
氏
よ
り
貴
重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
記
し

て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
註
10
）　

古
筆
了
仲
編
『
増
補
古
筆
名
葉
集
』（
明
治
十
八
年
刊
）
に
は
「
大
職
冠
鎌
足
公
／
多
武
峯
切　

白

赤
金
字
経
金
横
卦
ノ
上
ニ
雲
竜
草
花
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
註
11
）　

禿
氏
祐
祥
『
高
麗
時
代
の
写
経
に
就
て
』（
宝
雲
刊
行
所
、
一
九
三
九
年
）参
照
。

（
註
12
）　
「
好
古
家
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
廣
之
『
好
古
家
た
ち
の
19
世
紀　

幕
末
明
治
に
お
け
る
《
物
》
の

ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
い
に
し
え
が
、

好
き
っ
！
─
近
世
好
古
図
録
の
文
化
誌
─
』（
二
〇
二
三
年
）な
ど
を
参
照
。

（
註
13
）　

山
本
命
「
武
四
郎
の
少
年
期
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
八
月
臨
時
増
刊
号
、
二
〇
一
九
年
）参
照
。

（
註
14
）　

杉
村
邦
彦
、
寺
尾
敏
江
編
『
巖
谷
一
六
日
記
』（
甲
賀
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
）参
照
。

（
註
15
）　

笹
木
義
友
・
三
浦
泰
之
編
『
松
浦
武
四
郎
研
究
序
説
─
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
知
識
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
諸
相
─
』（
発
行
：
研
究
代
表
者
笹
木
義
友
、
二
〇
一
一
年
）
に
紹
介
し
て
い
る
「（
明
治
十

一
年
）
三
月
三
日
付
田
崎
早
雲
宛
松
浦
武
四
郎
書
簡
」
に
武
四
郎
に
よ
る
二
梅
人
物
評
が
書
か
れ

て
い
る
。

本
考
は
二
〇
二
一
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
研
究
資
源
化
」

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
発
表
「
静
嘉
堂
所
蔵
古
写
経
群
の
概
要
と
調
査
に
関
す
る
中
間
報
告
」（
正
倉
院

文
書
研
究
会 

第
三
十
九
回
定
期
研
究
会
）を
一
部
改
変
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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表
１　

松
浦
武
四
郎
旧
蔵（
関
連
）古
写
経
一
覧
表
（「
蔵
品
目
録
」
掲
載
順
に
列
記
）

番
号

名
称

員
数

「
蔵
品
目
録
」
記
載
内
容

武
四
郎
著
作
掲
載
歴

箱
書

備
考

１

金
光
明
最
勝
王
経
（
讃
岐
切
）

一
巻

一　

讃
岐
切
経
巻
／
菅
公
之
真
筆　
　
　

一
巻
『
撥
雲
餘
興
』
首
巻
に
掲
載
。

巻
頭
・
奥
書
の
挿
図
あ
り

『
尚
古
杜
多
』
に
挿
図
あ
り

蓋
表
墨
書
「
讃
岐
切　

一
巻
」、
蓋
裏
墨
書
「「
明
治
六
年

九
月
中
浣　

大
江
喜
暉
薫
手
拝
観
并
題
籤
」、
朱
文
印
二
顆
明
治
六
年
、
永
井
盤
谷
（
一
八
二
〇

〜
八
〇
）
の
箱
書

２

大
般
涅
槃
経　

巻
第
十
一

一
巻

一　

大
般
涅
槃
経
聖
行
品
／
小
野
道
風
書　

〃

（「
〃
」
は
一
巻
の
意
。
以
下
同
）

蓋
表
墨
書
「
大
般
涅
槃
経
聖
行
品　

小
野
道
風
書
」、
蓋

裏
墨
書
「
明
治
十
三
年
庚
辰
涅
槃
日
／
北
海
老
先
生
属
題　

松
田
蔵
」
と
朱
文
円
印
「
元
修
」

明
治
十
三
年
、
松
田
雪
柯
（
一
八
二

三
〜
八
一
）
の
箱
書

涅
槃
日
＝
二
月
十
五
日

３

隅
寺
心
経

一
巻

一　

隅
寺
心
経　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
『
馬
角
斎
茶
会
』
第
二
席
に

記
述
あ
り

蓋
表
墨
書
「
隅
寺
心
経　

一
巻
」、
蓋
裏
墨
書
「
癸
酉
秋

九
月
万
菴
無
観
并
題
籤
」、
朱
方
印
二
顆

明
治
六
年
、
市
川
万
庵
（
一
八
三
八

〜
一
九
〇
七
）
の
箱
書

４

隅
寺
心
経

一
巻

一　

仝
（
隅
寺
心
経
の
意
）　

奥
書
付　
　
　

〃
『
馬
角
斎
茶
会
』
第
二
席
に

記
述
あ
り

蓋
表
墨
書
「
奥
書
／
隅
寺
心
経
」、
蓋
裏
墨
書
「
明
治
十
三

年
庚
辰
涅
槃
日
／
松
浦
北
海
翁
属
題　

一
六
居
士
修
薫

了
」、
朱
文
方
印

明
治
十
三
年
、
巖
谷
一
六
（
一
八
三

四
〜
一
九
〇
五
）
の
箱
書

涅
槃
日
＝
二
月
十
五
日

５
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27　　静嘉堂所蔵古写経群の伝来─明治時代の松浦武四郎ほか

図１　勾玉（松浦武四郎旧蔵）
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図２-１　心経（隅寺心経）

図２-２　心経（隅寺心経）



29　　静嘉堂所蔵古写経群の伝来─明治時代の松浦武四郎ほか

図３　金光明最勝王経（讃岐切）

（巻首）（識語）

図４　『撥雲余興』首巻　　「讃岐切」挿図
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図５　『尚古杜多』挿図（国立国会図書館デジタルコレクションより転載）

（巻首）（巻尾）

図６　増壱阿鋡経　巻第22



31　　静嘉堂所蔵古写経群の伝来─明治時代の松浦武四郎ほか

（巻首）（巻尾）

図７　鞞婆沙　巻第６

図８　『撥雲余興』二集「永恩具経」挿図



32

図９　『撥雲余興』二集　「増壱阿鋡経」「鞞婆沙 巻第6」挿図

図10　『撥雲余興』二集 「鞞婆沙 巻第6」挿図



33　　静嘉堂所蔵古写経群の伝来─明治時代の松浦武四郎ほか

図11　紅紙阿弥陀経


